
作
り
、
首
都
圏
の
百
貨
店
に
進
出
し

た
例
を
語
っ
た
。

　
当
社
は
、
生
産
農
家
の
協
力
を

得
て
規
格
外
の
地
元
石
川
県
の
名

産
「
加
賀
丸
い
も
」
を
用

い
た
焼
酎
を
開
発
。
ま

た
、
農
事
組
合
法
人
と
連

携
し
、
独
自
の
発
酵
技
術

を
駆
使
し
た
日
本
酒
「
夢

醸
」
や
「
美
酒
だ
し
」
を

製
造
。
小
さ
な
企
業
が
輝

く
た
め
に
、
市
場
を
冷
静

に
分
析
し
、
経
営
革
新
で

自
社
の
強
み
を
最
大
限
に

発
揮
す
る
こ
と
の
重
要
性

を
指
摘
。
日
本
の
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
が
元

気
に
な
る
よ
う
自
社
の
成

功
例
を
参
考
に
し
て
欲
し

い
と
熱
弁
し
た
。

ContentsContents

VOL.454

発　行 ● 富山県商工会連合会  （責任者／ 石澤義文）
　　　　　 〒 930-0855 富山市赤江町 1-7
　　　  　TEL076-441-2716　FAX076-433-8031
　　　 　 URL http://www.shokoren-toyama.or.jp

発行日 ● 平成 25 年 4 月1日  （毎月1 回 1日発行）

定　価 ● 一部 50 円  （商工会員にあっては購読料は会費に含まれています）

昭和 52 年 3 月 12 日第三種郵便物認可

　
三
月
二
十
一
日
に「
平
成
二
十
四
年
度
商
工
会
役
員
等
研
修
会
」が
中
小

企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
商
工
会
役
員
、青
年
部
員
、

女
性
部
員
、
同
友
会
員
、
職
員
等
約
三
百
七
十
名
が
参
加
し
た
。

平
成
二
十
四
年
度 

商
工
会
役
員
等
研
修
会
開
催

２　連合会臨時総会　他
３　平成二十五年度事業計画
４　経営支援マネージャーレポート　他
５　青年部ゼミナール　他
６　県制度融資の見直しについて
７　人事異動　他
８　とやま起業未来塾　他

　
宮
本
氏
は
「
小
さ
な
企
業
の
未
来

の
た
め
に
」
と
題
し
て
講
演
。
自
社

の
酒
蔵
が
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
図

り
、
他
社
が
真
似
で
き
な
い
商
品
を

「日本中の小規模事業者が元気になるようお手伝いしたい！」
熱弁をふるう宮本周司氏

商工
春
秋
長
野
県
と
の
交

流
が
、
北
陸
新

幹
線
開
業
に
向
け
て
行
政

や
経
済
団
体
を
中
心
に
進
行
し
て

い
る
。
長
野
に
は
魅
力
的
な
地
域

や
歴
史
に
ゆ
か
り
の
あ
る
町
が
た

く
さ
ん
あ
る
。
小
布
施
、
須
坂
、

安
曇
野
、
軽
井
沢
、
善
光
寺
、
木

曽
義
仲
ゆ
か
り
の
地
・
木
曽
町
、

戦
国
時
代
の
武
将
真
田
氏
発
祥
の

地
・
真
田
町
な
ど
▼
特
産
物
も
多

い
。更
科
そ
ば
、り
ん
ご
、野
沢
菜
、

高
原
の
乳
製
品
等
。
中
央
・
南
ア

ル
プ
ス
の
天
然
水
が
豊
富
に
あ
ふ

れ
地
酒
や
ワ
イ
ン
、
ウ
イ
ス
キ
ー

も
う
ま
い
。
温
泉
と
ス
キ
ー
も
楽

し
め
る
。
江
戸
時
代
の
宿
場
町
妻

籠
宿
を
起
点
と
し
て
旧
中
山
道
の

宿
場
を
巡
る
コ
ー
ス
も
あ
る
。
時

に
は
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
泊
ま
る
の
も

い
い
だ
ろ
う
▼
葛
飾
北
斎
は
小
布

施
に
滞
在
中
、
梅
洞
山
岩
松
院
の

天
井
に
八
方
睨
み
鳳
凰
図
を
描

い
た
。
大
き
さ
は
畳
二
十
一
畳
。

八
十
九
歳
の
時
の
作
品
だ
。
大
間

に
寝
こ
ろ
び
見
上
げ
た
そ
の
様
は

圧
巻
▼
山
口
百
恵
が
主
演
し
た
映

画
「
風
立
ち
ぬ
」
は
、
軽
井
沢
を

舞
台
に
し
た
堀
達
雄
の
原
作
だ
。

「
風
立
ち
ぬ
、
い
ざ
生
き
め
や
も
」

は
作
品
中
の
詩
。
春
風
を
思
い
っ

き
り
吸
い
込
ん
で
見
知
ら
ぬ
土
地

を
旅
し
た
い
。

講
師
　
㈱
宮
本
酒
造
店
代
表
取
締
役

　
　
　
全
国
商
工
会
連
合
会
小
規
模
企
業
支
援
強
化
本
部
長

宮
本
周
司
氏

「
小
さ
な
企
業
の
未
来
の
た
め
に
」

　
ま
た
、
石
澤
義
文
全
国
連
会
長
か

ら
中
央
情
勢
に
つ
い
て
説
明
が
あ

り
、
国
の
大
型
補
正
予
算
は
小
規
模

事
業
者
へ
の
支
援
策
が
積
極
的
に

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
語
っ
た
。
岐

阜
県
郡
上
市
商
工
会
の
名
畑
司
事

務
局
次
長
か
ら
は
、「
郡
上
市
商
工

会
が
目
指
す
も
の
」
と
題
し
て
講
演

が
あ
っ
た
。
積
極
的
に
経
営
課
題
に

取
り
組
む
姿
勢
や
買
い
物
の
代
行

宅
配
サ
ー
ビ
ス
、
若
手
社
員
即
戦
力

化
策
等
に
つ
い
て
説
明
さ
れ
た
。
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開会挨拶する石澤会長

　

県
商
工
会
連
合
会
（
石
澤
義
文
会
長
）
は
三
月
二
十
七
日
、中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
「
臨
時
総
会
」

を
開
催
し
、
新
年
度
の
事
業
計
画
や
収
支
予
算
な
ど
を
審
議
・
決
定
し
た
。

県
商
工
会
連
合
会「
臨
時
総
会
」を
開
催

　

臨
時
総
会
の
冒
頭
、
石
澤
会
長

は
「
東
日
本
大
震
災
か
ら
二
年
が
経

過
し
た
。
現
地
の
皆
様
方
へ
の
激
励

の
た
め
、
岩
手
・
宮
城
・
福
島
に
赴

い
た
が
、
ま
だ
ま
だ
復
興
と
い
う
に

は
程
遠
い
状
況
で
あ
る
。
現
地
で

は
、
真
の
復
興
に
向
け
て
懸
命
に
努

力
さ
れ
て
い
る
方
々
が
た
く
さ
ん
お

ら
れ
、
本
当
に
頭
が
下
が
る
思
い
で

あ
っ
た
。
女
性
部
や
青
年
部
の
募
金

活
動
な
ど
通
し
て
商
工
会
と
し
て
も

支
援
を
継
続
し
た
い
。

　
ま
た
、「
小
規
模
企
業
基
本
法
」（
仮

称
）
の
制
定
も
実
現
へ
向
け
て
確
実

に
歩
み
続
け
て
い
る
。
富
山
県
に
お

い
て
も
、
昨
年
「
富
山
県
中
小
企

業
の
振
興
と
人
材
の
育
成
等
に
関
す

る
基
本
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。
こ

の
中
で
商
工
会
と
し
て
の
要
望
を
受

け
、「
小
規
模
企
業
者
の
経
営
状
況
に

応
じ
、
必
要
な
配
慮
を
す
る
よ
う
努

め
る
」
と
い
う
、
一
項
目
が
「
県
の

責
務
」
と
し
て
追
加
さ
れ
た
。
こ
れ

に
よ
り
、「
と
や
ま
中
小
企
業
チ
ャ
レ

ン
ジ
フ
ァ
ン
ド
」
の
中
で
、「
小
さ
な

元
気
企
業
応
援
事
業
」
と
し
て
支
援

策
が
メ
ニ
ュ
ー
化
さ
れ
た
。
商
工
会

と
し
て
、
小
規
模
企
業
者
が
活
用
さ

れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　

一
方
、
国
の
商
工
関
係
予
算
に
つ

い
て
も
、
平
成
二
十
四
年
度
補
正
予

算
に
お
い
て
、
全
国
で
の
物
産
展
開

催
や
小
規
模
企
業
の
海
外
展
開
支

援
、
ま
た
、
ネ
ッ
ト
de
記
帳
の
拡
充
・

運
営
に
活
用
で
き
る
基
金
と
し
て
、

二
百
億
円
が
予
算
化
さ
れ
た
。
ま
た
、

消
費
税
率
引
き
上
げ
を
見
据
え
、
事

業
者
か
ら
の
相
談
に
応
じ
る
窓
口

を
設
置
す
る
た
め
の
基
金
と
し
て
、

二
十
億
円
の
予
算
措
置
が
な
さ
れ

た
。
こ
の
大
型
の
予
算
措
置
は
、
政

権
交
代
後
の
、
商
工
会
に
対
す
る
期

待
の
大
き
さ
を
示
す
も
の
だ
と
思
う
。

　

来
年
度
は
、
こ
れ
ら
予
算
を
活
用

し
、
商
工
会
と
し
て
こ
れ
ま
で
以
上

に
結
果
を
残
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
、
引
き
続

き
、皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

　

以
上
の
視
点
の
も
と
、
引
き
続
き
、

全
国
統
一
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
商
工
会

は
行
き
ま
す　

聞
き
ま
す　

提
案
し

ま
す
～
会
員
満
足
向
上
運
動
～
」
を

掲
げ
、
会
員
、
地
域
住
民
並
び
に
行

政
か
ら
一
段
と
信
頼
さ
れ
る
商
工
会

へ
と
変
革
を
期
し
、
次
の
事
項
を
重

点
と
し
て
、
県
下
の
商
工
会
と
一
体

と
な
っ
て
積
極
的
に
事
業
を
実
施
す

る
。」
と
挨
拶
。

　

こ
の
あ
と
大
井
朝
日
町
商
工
会
長

が
議
長
と
な
り
、
二
十
五
年
度
事
業

計
画
や
収
支
予
算
な
ど
七
議
案
を
原

案
通
り
可
決
承
認
し
た
。

　

な
お
、
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計

画
で
は

一
．
安
定
的
な
組
織
基
盤
の
確
立
に

向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

二
．
中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の
支
援

強
化

三
．
地
域
活
力
の
維
持
活
動
の
推
進

四
．
商
工
会
の
組
織
強
化
に
向
け
た

支
援

の
四
重
点
事
項
を
採
択
し
た
。

　

ま
た
事
項
別
事
業
と
し
て
、

＊
商
工
会
の
活
性
化
・
運
営
支
援
の

強
化

＊
経
営
指
導
・
経
営
力
向
上
支
援
事

業
等
の
推
進

＊
若
手
後
継
者
の
育
成
強
化
＊
産
業

振
興
対
策
等
展
開

＊
共
済
事
業
の
推
進

等
を
決
定
し
た
。

　

議
事
終
了
後
、
来
賓
の
荒
木
勝
商

工
労
働
部
長
よ
り
祝
辞
が
あ
り
閉
会

し
た
。
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三
月
二
十
七
日
開
催
の
臨
時
総
会
に
お
い
て
「
平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
」
が

決
定
し
た
。
事
業
計
画
で
は
、
引
き
続
き
、
全
国
統
一
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
商
工
会
は

行
き
ま
す
　
聞
き
ま
す
　
提
案
し
ま
す
～
会
員
満
足
向
上
運
動
～
」
を
掲
げ
、会
員
、

地
域
住
民
並
び
に
行
政
か
ら
一
段
と
信
頼
さ
れ
る
商
工
会
へ
と
変
革
を
期
し
、
積
極

的
に
事
業
を
実
施
す
る
。

一
．
安
定
的
な
組
織
基
盤
の
確
立

に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化
～

徹
底
し
た
巡
回
訪
問
に
よ
り

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
提
案
を
～

　

事
業
所
及
び
地
域
が
抱
え
る
課
題

や
ニ
ー
ズ
の
積
極
的
な
把
握
に
努

め
、
課
題
の
解
決
に
向
け
た
端
緒
の

発
現
と
事
業
者
の
経
営
力
の
向
上
に

一
層
寄
与
で
き
る
体
制
を
目
指
す
。

①
会
員
事
業
所
へ
の
巡
回
指
導
・
訪

問
の
徹
底
と
積
極
的
に
課
題
解
決
等

の
提
案
を
行
う
②
「
富
山
県
商
工
業

者
等
に
よ
る
に
ぎ
わ
い
と
魅
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
条
例
」
の
推
進
や

商
工
会
活
動
の
Ｐ
Ｒ
の
強
化
を
図
る

と
と
も
に
、
未
加
入
事
業
所
へ
の
訪

問
活
動
を
展
開
す
る
な
ど
、
会
員
増

強
運
動
を
強
力
に
展
開
す
る
③
各
種

共
済
制
度
に
つ
い
て
の
加
入
促
進
を

推
進
す
る
。

二
．
中
小
・
小
規
模
企
業
へ
の
支

援
強
化
～
き
め
細
か
な
支
援

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
を
～

　

中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
終
了
後

の
対
応
、
二
段
階
に
わ
た
る
消
費
税

率
の
引
き
上
げ
へ
の
対
応
な
ど
、
中

小
・
小
規
模
企
業
の
「
経
営
基
盤
の

強
化
」「
経
営
再
生
」「
事
業
転
換
」

等
の
取
り
組
み
を
支
援
し
、
関
係
要

路
に
対
し
政
策
対
応
等
の
要
請
活
動

を
強
力
に
展
開
す
る
。

　

ま
た
、
県
が
昨
年
制
定
し
た
「
富

山
県
中
小
企
業
の
振
興
と
人
材
育
成

等
に
関
す
る
基
本
条
例
」
に
よ
り
、

小
規
模
企
業
の
振
興
に
と
っ
て
、
実

効
性
の
あ
る
も
の
と
な
る
よ
う
要
請

活
動
を
継
続
す
る
。
特
に
、「
経
営

革
新
等
支
援
機
関
」
と
し
て
、
農
商

工
連
携
や
経
営
革
新
等
の
専
門
的
な

課
題
解
決
を
希
望
す
る
中
小
・
小
規

模
企
業
を
支
援
す
る
。

三
．
地
域
活
力
の
維
持
活
動
の
推

進
～
地
域
組
織
の
先
頭
に
立
つ

地
域
活
動
の
展
開
を
～

　

商
工
会
は
、
地
域
組
織
の
先
頭
に

立
ち
、
防
犯
・
防
災
活
動
、
高
齢
者

等
地
域
住
民
の
生
活
不
便
の
解
消
な

ど
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
維
持
活
動
を
推
進

す
る
。
特
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

を
担
う
商
店
街
等
の
活
性
化
支
援
、

地
域
資
源
等
を
活
用
し
た
地
域
産
業

お
こ
し
や
観
光
関
連
産
業
の
振
興
、

新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
の

企
画
・
発
掘
な
ど
を
積
極
的
に
推
進

し
、
地
域
経
済
の
蘇
生
と
健
全
な
地

域
社
会
の
維
持
に
寄
与
す
る
。

四
．
商
工
会
の
組
織
強
化
に
向
け

た
支
援
～
会
員
の
信
頼
に
応
え

得
る
組
織
づ
く
り
を
～

　

商
工
会
合
併
が
目
指
し
た
、
①
経

営
支
援
機
能
の
強
化
、
②
組
織
基
盤

の
強
化
、
③
財
政
基
盤
の
強
化
の
三

つ
の
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
合
併

商
工
会
と
連
携
を
図
る
。
特
に
、
商

工
会
の
広
域
化
に
伴
い
、
組
織
の
一

体
感
の
醸
成
と
地
域
実
態
に
即
し
た

き
め
細
や
か
な
事
業
展
開
の
推
進
が

求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
組
織

の
連
携
の
強
化
に
よ
る
統
一
的
な
会

員
サ
ー
ビ
ス
の
推
進
や
、
地
域
・
地

区
毎
の
活
性
化
の
た
め
の
創
意
工
夫

を
こ
ら
し
た
事
業
を
実
施
す
る
。

▲
新
規
事
業
▼

一
．
と
や
ま
中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン

ジ
フ
ァ
ン
ド
の
活
用

　
「
富
山
県
中
小
企
業
の
振
興
と
人

材
の
育
成
等
に
関
す
る
基
本
条
例
」

に
小
規
模
事
業
者
へ
の
配
慮
が
盛
り

込
ま
れ
、
新
技
術
や
新
製
品
の
開
発
、

販
路
開
拓
等
を
支
援
す
る
当
フ
ァ
ン

ド
を
有
効
活
用
す
る
。

二
．
消
費
税
転
嫁
対
策
相
談
窓
口

設
置
に
よ
る
消
費
増
税
対
策
の

実
施

　

消
費
税
率
の
二
段
階
に
わ
た
り
引

き
上
げ
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
税
制
等
の
制
度
改
革
に
関
す
る

的
確
な
情
報
提
供
・
相
談
・
指
導
の

実
施
に
努
め
る
。

三
．
北
陸
新
幹
線
開
通
を
見
据
え

た
事
業
の
推
進

　

北
陸
新
幹
線
の
開
通
を
見
据
え

て
、
地
域
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
に
向
け

た
取
り
組
み
を
推
進
す
る
。

（
一
）
と
や
ま
中
小
企
業
チ
ャ
レ
ン

ジ
フ
ァ
ン
ド
に
よ
る
「
ビ
ジ

タ
ー
対
応
ビ
ジ
ネ
ス
支
援
事

業
」（
北
陸
新
幹
線
開
業
等
に

関
連
し
た
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ

ス
の
開
発
や
国
内
外
の
観
光
客

の
誘
客
等
へ
の
支
援
）の
推
進
。

（
二
）
長
野
県
等
沿
線
各
県
の
商
工

会
地
域
と
観
光
資
源
、
歴
史
文

化
、
産
業
な
ど
様
々
な
繋
が
り

を
切
り
口
に
連
携
を
図
り
、
交

流
事
業
を
推
進
。

四
．
地
域
力
活
用
市
場
獲
得
等
支

援
事
業
の
活
用
推
進

　

全
国
連
が
展
開
す
る
「
地
域
力
活

用
市
場
獲
得
等
支
援
事
業
（
商
品
改

良
・
試
作
品
開
発
支
援
、
国
内
・
海

外
販
路
開
拓
支
援
な
ど
）
の
積
極
的

な
活
用
を
推
進
す
る
。

 
富
山
県
商
工
会
連
合
会

平
成
二
十
五
年
度
事
業
計
画
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「商工会とやま」
広告掲載企業
募集中

【お問い合わせ・お申し込み先】
富山県商工会連合会　総務課
（TEL076-441-2716）

●
計
画
的
な
集
客
・
販
促
で
客
を
呼
ぶ

　

多
く
の
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
に
お

い
て
、
初
め
て
訪
れ
る
客
の
約
七

割
が
グ
ー
グ
ル
な
ど
の
検
索
エ
ン

ジ
ン
経
由
と
い
わ
れ
て
い
る
。
商

品
に
関
連
し
た
キ
ー
ワ
ー
ド
で
検

索
し
て
き
た
ユ
ー
ザ
ー
を
新
規
顧

客
と
し
て
ど
れ
だ
け
取
り
込
め
る

か
が
オ
ー
プ
ン
当
初
の
売
上
を
左

右
す
る
。
よ
っ
て
ま
ず
は
検
索
エ

ン
ジ
ン
か
ら
の
集
客
を
優
先
し
て

取
組
む
べ
き
で
あ
ろ
う
。
具
体
的

な
手
段
と
し
て
、
Ｓ
Ｅ
Ｏ
と
検
索

連
動
型
広
告
の
二
つ
が
あ
る
。

　

Ｓ
Ｅ
Ｏ
は
検
索
結
果
の
上
位
に

自
分
の
サ
イ
ト
を
表
示
さ
せ
る
た

め
の
手
法
で
、
サ
イ
ト
内
に
商
品

に
関
連
し
た
適
切
な
キ
ー
ワ
ー
ド

を
盛
り
込
ん
だ
り
、
外
部
・
内
部

リ
ン
ク
の
充
実
、
サ
イ
ト
マ
ッ
プ

の
設
定
な
ど
に
よ
っ
て
効
果
を
上

げ
ら
れ
る
。
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
掲
載

す
る
書
籍
等
も
多
数
存
在
す
る
。

　

検
索
連
動
型
広
告
と
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
広
告
の
一
種
で
、
検

索
エ
ン
ジ
ン
で
検
索
し
た
キ
ー

ワ
ー
ド
に
関
連
し
た
広
告
を
検
索

結
果
画
面
に
表
示
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
よ
っ
て
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー

ズ
に
あ
わ
せ
た
宣
伝
が
で
き
る
。

登
録
は
有
料
が
多
い
が
、
即
効
性

が
あ
り
、
集
客
力
も
高
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

お
店
を
や
ろ
う
！
❺

事業をのばし働く人に
やる気と安心を

特定退職金共済制度特定退職金共済制度
中小企業の退職金制度としておすすめします。
問合わせ・申込みはお近くの商工会まで。

商工会
の

▼
行
き
ま
す

　

会
員
企
業
よ
り
自
社
工
場
の
屋
根

に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を
設
置
し
て

「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価

格
買
取
制
度
」
を
利
用
し
た
新
事
業

を
考
え
て
い
る
が
、
こ
の
事
業
の
採

算
性
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
と
の
連

絡
を
受
け
た
。

▼
聞
き
ま
す

　

当
社
は
、
食
器
等
（
ト
レ
イ
、
汁

椀
等
）
の
日
用
品
を
主
要
製
品
と
し

て
、
射
出
成
形
に
よ
る
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
製
品
の
製
造
加
工
を
行
っ
て
い

る
。
現
在
、
工
場
内
は
一
定
気
温
に

保
つ
設
備
は
な
く
、
夏
場
の
高
温
多

湿
に
よ
っ
て
不
良
率
が
上
が
っ
た

り
、
品
質
に
バ
ラ
ツ
キ
が
出
る
な
ど

管
理
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
。
ま
た

気
温
の
上
昇
に
よ
っ
て
機
械
に
稼
働

負
荷
が
か
か
り
、
そ
れ
が
電
気
代
を

跳
ね
上
げ
る
こ
と
に
な
っ
て
経
費
が

か
さ
む
要
因
と
な
っ
て
い
た
。

　

社
長
は
工
場
の
屋
根
に
ソ
ー
ラ
ー

パ
ネ
ル
を
設
置
し
工
場
内
の
遮
熱
効

果
を
図
る
と
と
も
に
、
売
電
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
事
業
計

画
の
実
現
可
能
性
に
つ
い
て
立
証
で

き
な
い
の
で
ア
ド
バ
イ
ス
が
欲
し
い

と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
専
門

家
と
と
も
に
相
談
に
乗
る
こ
と
に
し

た
。

▼
分
析
・
提
案
し
ま
す

　

太
陽
光
発
電
の
現
状
を
把
握
。

一
．
経
済
産
業
省
は
「
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価
格
買
取
制

度
」
の
二
〇
一
二
年
度
の
買
取
価

格
と
期
間
を
、
最
大
出
力
十
kW
以

上
の
太
陽
光
に
つ
い
て
四
十
二
円

／
kWh
で
二
十
年
買
い
取
る
。

二
．
固
定
買
取
価
格
は
、
毎
年
見
直

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
現

在
の
状
況
が
今
後
も
続
く
と
い
う

保
証
は
な
い
。

三
．
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
費
用
が
か
か

る
こ
と
を
考
慮
す
る
。

　

以
上
を
踏
ま
え
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ

ル
事
業
の
妥
当
性
に
つ
い
て
「
事
業

計
画
作
成
Ｐ
Ｒ
Ｏ
」
ソ
フ
ト
を
使
用

し
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

売
上
高
は
、
最
高
、
中
間
、
最
低
の

三
つ
で
考
え
た
。

▼
投
資
額
の
回
収
期
間
を
算
出

　

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、

投
資
額
の
回
収
に
は
二
十
年
か
ら

二
十
五
年
か
か
る
こ
と
と
な
り
、
次

の
よ
う
に
判
断
し
た
。

ア
．
元
金
返
済
が
年
額
五
十
万
円
程

度
で
あ
れ
ば
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

事
業
は
資
金
繰
り
に
貢
献
す
る

が
、
そ
れ
以
上
の
元
金
返
済
と
な

る
場
合
、
当
社
の
資
金
繰
り
を
圧

迫
す
る
こ
と
と
な
る
。

イ
．
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
工
事
価
格

が
、
現
在
の
約
半
分
万
程
度
で
あ

れ
ば
採
算
の
合
う
事
業
で
あ
る

が
、
現
状
の
価
格
で
こ
の
事
業
を

行
う
こ
と
は
リ
ス
ク
が
高
い
。

　

工
事
価
格
を
再
見
積
り
し
た
と
こ

ろ
価
格
は
当
初
よ
り
抑
え
ら
れ
た
。

ま
た
当
事
業
の
す
べ
て
を
自
己
資
金

で
行
う
こ
と
と
し
、
資
金
繰
り
の
懸

念
は
解
消
さ
れ
た
。

　

工
場
屋
根
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
る
遮
熱
効
果
と

同
時
に
、
相
談
の
中
で
提
案
の
あ
っ

た
屋
根
へ
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ

る
冷
水
散
布
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
か
な
り
の
効
果
が
期
待
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。

　

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
事
業
は
、
買
取

価
格
の
変
動
と
発
電
性
能
の
経
年

劣
化
と
い
う
未
知
の
部
分
で
の
リ
ス

ク
が
あ
る
も
の
の
、
投
資
額
回
収
以

後
は
確
実
な
収
入
が
見
込
め
る
と
判

断
し
、
新
規
事
業
を
進
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。

小矢部市商工会
　 小幡　知之

経営支援
マネージャー
レポート

新
規
事
業
計
画
案
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
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こ
の
研
修
会
は
、
青
年
経
営
者

と
し
て
の
資
質
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
青
年
部
活
動
の
事
業
展
開

の
糧
と
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
今
回
の
研
修
会
は
講
師
に

㈱
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン　

福

井
信
英
氏
を
招
き「
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー

ダ
ー
研
修　

Ｔ
Ｈ
Ｅ
商
社
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
実
施
し
た
。「
Ｔ
Ｈ
Ｅ

　

こ
の
発
表
会
は
、
提
案
公
募
事

業
と
し
て
実
施
し
た
「
元
気
な
商

工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
」
の

取
組
み
内
容
に
つ
い
て
発
表
を
行

う
も
の
で
、
今
年
度
は
五
つ
の
青

年
部
と
四
つ
の
女
性
部
が
発
表
を

行
っ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
実
施
商
工
会
青
年
部

◆
南
砺
市
商
工
会
青
年
部

　

な
ん
と
！
青
年
部
大
学
校

◆
上
市
町
商
工
会
青
年
部

上
市
町
の
映
画
・
ア
ニ
メ
ロ
ケ

地
め
ぐ
り
観
光
推
進
事
業

◆
入
善
町
商
工
会
青
年
部

オ
リ
ジ
ナ
ル
カ
レ
ー
粉
の
試
作
開
発

◆
小
矢
部
市
商
工
会
青
年
部

お
や
べ
グ
ル
メ
マ
ッ
プ
作
成
事

業　

～
ホ
ワ
イ
ト
ラ
ー
メ
ン
ス

タ
ン
プ
ラ
リ
ー
・
マ
ス
タ
ー
認

定
制
度
～

◆
射
水
市
商
工
会
青
年
部

　

射
水
ん
！
ま
い
も
ん
開
発
事
業

商
社
」
と
い
う
商
材
を
用
い
て
参

加
者
が
五
～
八
人
の
チ
ー
ム
に
な

り
、
架
空
の
会
社
を
経
営
し
、
ほ

か
の
チ
ー
ム
と
競
う
こ
と
で
経
営

に
必
要
な
知
識
や
能
力
を
理
解
し
、

経
営
者
と
し
て
の
資
質
が
磨
か
れ

る
内
容
で
あ
っ
た
。
参
加
し
た
青

年
部
員
か
ら
は
、「
研
修
を
通
じ
て

強
い
組
織
に
必
要
な
要
素
に
つ
い

熱心に学ぶ青年部員

南砺市商工会の柴田青年部長より発表

挨拶をする石澤会長

県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
が

「
青
年
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」を
開
催

元
気
な
商
工
会
地
域
づ
く
り

支
援
事
業
事
例
発
表
会
を
開
催

　
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
林
紀
孝
会
長
）
は
、
二
月
二
十
七
日
、
県
中
小

企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
青
年
部
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
を
開
催
し
、
県
下
商
工
会

の
青
年
部
員
五
十
六
名
が
参
加
し
た
。

　
県
商
工
青
年
部
連
合
会
（
林
紀
孝
会
長
）
と
県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
夏
野

麗
子
会
長
）
は
、
三
月
二
十
一
日
、
県
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
元
気

な
商
工
会
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
事
例
発
表
会
を
開
催
し
た
。

の
よ
う
に
判
断
し
た
。

ア
．
元
金
返
済
が
年
額
五
十
万
円
程

度
で
あ
れ
ば
、
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル

事
業
は
資
金
繰
り
に
貢
献
す
る

が
、
そ
れ
以
上
の
元
金
返
済
と
な

る
場
合
、
当
社
の
資
金
繰
り
を
圧

迫
す
る
こ
と
と
な
る
。

イ
．
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
の
工
事
価
格

が
、
現
在
の
約
半
分
万
程
度
で
あ

れ
ば
採
算
の
合
う
事
業
で
あ
る

が
、
現
状
の
価
格
で
こ
の
事
業
を

行
う
こ
と
は
リ
ス
ク
が
高
い
。

　

工
事
価
格
を
再
見
積
り
し
た
と
こ

ろ
価
格
は
当
初
よ
り
抑
え
ら
れ
た
。

ま
た
当
事
業
の
す
べ
て
を
自
己
資
金

で
行
う
こ
と
と
し
、
資
金
繰
り
の
懸

念
は
解
消
さ
れ
た
。

　

工
場
屋
根
に
ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
を

設
置
す
る
こ
と
に
よ
る
遮
熱
効
果
と

同
時
に
、
相
談
の
中
で
提
案
の
あ
っ

た
屋
根
へ
の
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
に
よ

る
冷
水
散
布
を
考
え
て
い
る
。
こ
れ

に
よ
り
か
な
り
の
効
果
が
期
待
で
き

る
と
思
わ
れ
る
。

　

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
事
業
は
、
買
取

価
格
の
変
動
と
発
電
性
能
の
経
年

劣
化
と
い
う
未
知
の
部
分
で
の
リ
ス

ク
が
あ
る
も
の
の
、
投
資
額
回
収
以

後
は
確
実
な
収
入
が
見
込
め
る
と
判

断
し
、
新
規
事
業
を
進
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。

長
野
県
連
訪
問
団
と
の

　
　
意
見
交
換
会
開
催

　
三
月
十
五
日
に
中
小
企
業
研
修
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
北
陸
新
幹
線
開
通
に
向

け
た
両
県
商
工
会
同
志
の
交
流
事
業
や
地
域
経
済
活
性
化
に
つ
い
て
の
意
見
交

換
会
が
開
催
さ
れ
た
。

　

長
野
県
連
側
か
ら
は
正
副
会
長

及
び
事
務
局
十
三
名
、
富
山
県
連

側
か
ら
は
各
商
工
会
長
を
始
め

二
十
三
名
が
参
加
し
た
。
事
前
に

作
成
し
た
各
商
工
会
の
紹
介
シ
ー

ト
を
も
と
に
観
光
資
源
、
歴
史
文

化
、
地
場
産
業
な
ど
を
ピ
ー
ア
ー

ル
し
た
。
今
後
は
、
両
県
の
希
望

す
る
商
工
会
同
志
の
交
流
（
お
見

合
い
デ
ー
ト
期
間
）
を
通
じ
て
、

友
好
交
流
提
携
調
印
と
提
携
事
業

（
結
婚
）
を
目
指
す
。

て
学
び
、
自
分
自
身
が
磨
く
べ
き

力
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
」
と

の
声
も
聞
か
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
実
施
商
工
会
女
性
部

◉
射
水
市
商
工
会
女
性
部

　
（
八
箇
か
の
子
さ
ん
）

◉
上
市
町
商
工
会
女
性
部

　
（
平
井
潤
子
さ
ん
）

◉
南
砺
市
商
工
会
利
賀
村
支
部
女
性
部

　
（
上
田
明
美
さ
ん
）

◉
南
砺
市
商
工
会
女
性
部

　
（
脊
戸
川
康
子
さ
ん
）
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商業・サービス業活性化資金（新幹線開業対策枠）の拡充
①趣旨
　新幹線開業を約２年後に控え、観光客等の利便性を向上させ、観光地や商店街等への回遊性を高めるため、二次交通（バス、タクシーなど）の整備を支援し、新幹線
新駅周辺のみならず県内全域の活性化を図るもの。（取扱期間：平成 28 年３月 31 日まで）
②内容

融 資 対 象
1. 新幹線開業に際して、次の効果が期待できる店舗の出店・改装を行う中小企業者（飲食業、小売業、サービス業（宿泊業を除く）、旅行業）
①県外・海外からの誘客が期待できる取組み
②富山県の魅力を発信する取組み
2. 新幹線開業に際して、観光客等の利便性向上のための二次交通の整備を行う中小企業者【追加】

資 金 使 途 設備資金・運転資金 融 資 期 間 設備 7 年以内（うち据置期間 1 年以内）
運転 5 年以内（うち据置期間 1 年以内）

融資限度額 5,000 万円（うち運転資金 1,000 万円） 新規融資枠 15 億円
融 資 利 率 年 1.35％以内 予　算　額 ６億円

設備投資促進資金の金利引下げ措置の延長
①趣旨
　国の「ものづくり中小企業・小規模事業者試作開発等支援補助金」（補正予算）の創設に呼応し、県においても、県内中小企業の設備投資を積極的に支援するため、平
成 20 年 10 月から実施している融資利率の引下げ措置を延長するもの。（優遇期間：平成 26 年３月 31 日まで）
②内容 

融 資 対 象 機械設備、事業用車両の導入 建物（土地）の取得
融資限度額 5,000 万円 １億円
融 資 期 間 ７年以内（うち据置期間１年以内） 10 年以内（うち据置期間１年以内）
融 資 利 率 【優遇措置】年 1.90％以内　　　　【本則】年 2.10％以内
新規融資枠 45 億円 予　算　額 15 億円

小口事業資金（一般小口枠）の融資限度額の引上げ
①趣旨
　平成 24 年 9 月に制定した「中小企業の振興と人材の育成等に関する基本条例」に基づき、小規模企業者の資金繰りを積極的に支援するため、小口事業資金（一般小口枠）
の融資限度額を引き上げるもの。
②概要

融 資 対 象 従業員 20 人（商業・サービス業は 5 人）以下の小規模企業者

資 金 使 途 設備資金・運転資金 融 資 期 間 設備 7 年以内（うち据置期間 1 年以内）、運転 5 年以内（う
ち据置期間 1 年以内）

融資限度額 1,500 万円（従来は 1,250 万円） 新規融資枠 160 億円
融 資 利 率 年 2.00％以内 予　算　額 26.6 億円

経済変動対策緊急融資の取扱期間の延長
①趣旨
　中小企業者を取り巻く厳しい経済情勢を踏まえ、平成 20 年 10 月 31 日に創設した本資金の取扱期間を延長するもの。（取扱期間：平成 26 年３月 31 日まで〈円高
対策枠は平成 25 年９月 30 日まで〉）
②内容

融 資 対 象

①最近 3 ヶ月の売上高等が前年同期比△ 5％以上
②原油等の原価依存率が 20％以上、かつ、仕入価格上昇率が 20％以上増加、かつ売上高に占める最近 3 ヶ月の原油等の平均仕入価格の割合が前年
を上回っている
＜円高対策枠＞
円高による輸出の減少等の直接的な影響や、円高を背景とした販売実績や取引先からの受注の減少等の間接的な影響により、最近１ヶ月の売上高等
が前年同月比△３％以上、かつ、今後２ヶ月を含む３ヶ月の売上高等が前年同期比△３％以上の見込み

資 金 使 途 運転資金（円高対策枠は設備資金・運転資金） 融 資 期 間 設備 10 年以内（うち据置期間 1 年以内）
運転 5 年以内（うち据置期間 1 年以内）

融資限度額 地域産業対策枠を含み 8,000 万円（円高対策枠は１億円） 新規融資枠 260 億円
融 資 利 率 年 1.45％以内 予　算　額 65 億円

緊急経営改善資金（借換資金）の取扱期間の延長・小口枠の融資限度額引上げ
①趣旨
　既往債務の返済が過大な負担となっている中小企業者の資金繰り円滑化のため、本資金の取扱期間を延長（取扱期間：平成 26 年３月 31 日まで）するとともに、小
口事業資金（一般小口枠）の融資限度額の引上げに伴い、本資金（小口枠）の限度額を引き上げるもの。
②内容   

融 資 対 象 最近３ヶ月の売上高が過去３年間のいずれかの年の同期比△５％以上
資 金 使 途 借換資金 融 資 期 間 10 年以内（うち据置期間１年以内）

融資限度額
一般枠　8,000 万円
小口枠　1,500 万円（従来は 1,000 万円）
※　借換と同額（上限 1,000 万円）までの新規運転資金を含む

新規融資枠 120 億円（一般枠 100 億円、小口枠 20 億円）

融 資 利 率 年 1.90％以内 予　算　額 28.34 億円（一般枠 25 億円、小口枠 3.34 億円）

企業再生支援枠の拡充
①趣旨
　金融円滑化法終了後を見据え、平成 24 年度末に県内金融機関等が出資する再生ファンドが組成されることから、融資対象に再生ファンドの支援を受ける中小企業を
追加し、県内中小企業の事業再生を支援するもの。（取扱期間：平成 26 年３月 31 日まで）
②内容

融 資 対 象

次のいずれかに該当するもので、具体的で実現可能な経営改善計画を金融機関と連携して策定しているもの
①最近時決算において経常赤字の者
②㈱整理回収機構への貸付債権が譲渡された者
③民事再生法等による法的再建手続きを行う者
④中小企業再生支援協議会から再生支援の認定を受けた者
⑤信用保証協会の企業再生支援チームの支援を受けている者
⑥㈱地域経済活性化支援機構に改組予定）の支援を受けている者
⑦富山県地域再生ファンドの支援を受けている者【追加】

資 金 使 途 設備資金・運転資金 融 資 期 間 設備 10 年以内（うち据置期間 1 年以内）、運転 7 年以内
（うち据置期間 1 年以内）

融資限度額 １億円 新規融資枠 10 億円
融 資 利 率 年 1.65％以内 予　算　額 2.5 億円

平成25年度中小企業向け県制度融資の見直しについて
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日本政策金融公庫からのご案内日本政策金融公庫からのご案内日本政策金融公庫からのご案内
高い専門性を有する支援機関（商工会等）による経営支援と一体となった融資制度を創設しました。

＊経営環境変化資金
○再生局面に陥ってないものの、一定の借入負担があり、一時的に資金繰りが悪化している事業者向け
の制度です。
○認定経営革新等支援機関又は公庫の経営支援を受けて財務内容の健全化を目標とする計画を策定する
事業者が必要とする運転資金については、「基準利率－0.4％」が適用できます。

＊中小企業経営力強化資金
○創業又は経営多角化・事業転換等の新たな事業活動をすることにあたり、認定経営革新等支援機関に
よる経営支援を受け、新商品の開発等新たな市場の創出を目指す事業者に対する制度です。
○1,500万円以内については、「基準金利－0.4％」で、無担保・無保証人でご利用できます。

ご相談・お問い合わせは最寄りの商工会、または、日本政策金融公庫国民生活事業へ。
日本政策金融公庫富山支店国民生活事業　TEL 076－431－1191
日本政策金融公庫高岡支店国民生活事業　TEL 0766－25－1171

人 事 異 動

平成２3年３月３１日付

人 事 異 動
平成２3年4月１日付

＜ 出  向 ＞

朝日町商工会

経営指導員（昇任）

富山市南商工会

主任経営指導員

補助員

富山市八尾山田商工会 

事務局長

経営指導員

富山市北商工会 

記帳専任職員

射水市商工会 

経営指導員

経営指導員（昇任）

補助員

記帳専任職員

高岡市商工会 

主任経営指導員

経営指導員研修生

補助員

　　　　　　　　　　　 

朝日町

射水市

商工会連合会

射水市

商工会連合会

商工会連合会

富山市八尾山田

射水市

富山市北

高岡市

小矢部市

高岡市

南砺市

　

南野　敏之

馬渕　　稔
小島登規子

勝原　隆彦
平井　　亨

松本麻利子

田代　忠之
坂井真由美
黒田　妙子
新原　貴子

河南　武夫
中山　顕治
西村　拓人

経営指導員研修生

主任経営指導員

補助員

事務局次長兼主席経営指導員

専門経営指導員

補助員

経営指導員

経営指導員研修生

補助員

記帳専任職員

主任経営指導員

補助員

補助員

新　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　氏　名
小矢部市商工会 

主任経営指導員

記帳専任職員

南砺市商工会 

経営指導員

記帳専任職員

　　　　　　　　　　　 

南砺市

射水市

高岡市

小矢部市

　

安達　　俊
寺田　仁志

大野　秀樹
中村　治美

主任経営指導員

補助員

経営指導員

記帳専任職員

新　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　氏　名

退職

退職

退職

退職

退職

退職

退職（２月２８日付）

　　　　　　　　　　　 

富山市八尾山田

小矢部市

南砺市

高岡市

富山市南

射水市

南砺市

　

中村美智則

柴田紀久雄

野原　基外

麻柄　知彦

赤井　伸子

島倉千賀子

藤田　節子

事務局長（嘱託）

事務局次長兼津沢支所長（嘱託）

利賀村事務所長（嘱託）

経営指導員研修生

補助員

補助員

補助員

　　　　　　　　　　　　　旧　　　　　　　　　　　氏　名

新 旧 氏　名
＜ 出  向 ＞
入善町商工会
事務局次長兼主任経営
指導員 ･下新川地域商
工会広域協議会兼務
（昇任）

県商工会連合会
広域指導課長兼
主任商工会指導
員

本多　光一

上市町商工会

主任経営指導員 入善町商工会
主任経営指導
員・下新川地域
商工会広域協議
会兼務

田原　明人

主任経営指導員（昇任） 上市町商工会 経営指導員 藤井　　智
立山舟橋商工会

補助員 （新規採用） 岡本　祐二

記帳専任職員 富山市南商工会 記帳専任職員 高尾　智晴
富山市南商工会
事務局次長兼婦中支部
センター長兼主席経営
指導員（昇任）

富山市北商工会 水橋支所長兼主
席経営指導員 森井　信雄

経営指導員 富山市八尾山田
商工会 経営指導員 高島　正人

補助員 立山舟橋商工会 補助員 山本　佳子

記帳専任職員 富山市八尾山田
商工会 一般職員 廣川　智子

記帳専任職員 立山舟橋商工会 記帳専任職員 岩崎　裕美
富山市八尾山田商工会
事務局長心得（昇任） 射水市商工会 主任経営指導員 田代　忠之

経営指導員（昇任） 富山市南商工会 経営指導員補
（記帳専任職員） 池口　泰子

富山市北商工会
水橋支所長兼主席経営
指導員 富山市北商工会 主査・主席経営

指導員 山尾憲一郎

経営指導員 上市町商工会 経営指導員 清水　英淳
射水市商工会
経営指導員 （新規採用） 伊藤　秀樹
補助員 （新規採用） 水野いづみ

平成 25 年４月１日付

新 旧 氏　名
高岡市商工会
経営指導員 南砺市商工会 経営指導員 棚田　仁志

経営指導員（昇任） 高岡市商工会 経営指導員研修
生 中山　顕治

補助員 （新規採用） 守城佳奈子
小矢部市商工会

事務局長（昇任） 富山市南商工会
事務局次長兼婦
中支部センター
長兼主任経営指
導員

坂本　重夫

南砺市商工会
事務局長兼福野事務所
長（昇任） 南砺市商工会 事務局次長兼福

野事務所長 斉藤　茂男

福光事務所長兼主席経
営指導員 南砺市商工会 城端事務所長兼

主席経営指導員 北清　俊一

経営指導員 高岡市商工会 経営指導員 稲塚　育子
経営指導員 （新規採用） 正力　克己

県商工会連合会
事務局次長兼経営支援
課長

富山市八尾山田
商工会 事務局長 勝原　隆彦

主任商工会指導員（昇
任） 県商工会連合会 商工会指導員 斉田　　仁

嘱託専門指導員 （新規採用） 米田　孝志
嘱託専門指導員 （新規採用） 鈴木　英雄

平成 25 年３月 31 日付

旧 氏　名

退　職 小矢部市商工会 事務局長（嘱託） 福岡　　進

退　職 高岡市商工会 主任経営指導員 河南　武夫

退　職 富山市南商工会 補助員（嘱託） 西村　礼子

退　職 県商工会連合会 嘱託専門指導員 仁崎　哲男

退　職 県商工会連合会 嘱託専門指導員 松井　龍二
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ふれあい青空市「やまだの案山子」

福野夜高祭

庄川木工まつり

越中八尾曳山祭

井波よいやさ祭り

城端曳山祭

なりひら風の市

阿曾の市

津沢夜高祭り田楽行燈点燈式

風の盆ステ－ジ

相倉合掌集落春季ライトアップ

第35回越中だいもん凧まつり

南砺いのくちヘラブナ釣り大会

第１6回売比河鵜飼祭

第26回猿倉山フェスティバル

5月　土曜・日曜・祝日

５／１（水）～２（木）

５／３（祝）～５（祝）

5／3（祝）

５／３（祝）

５／４（祝）～５（祝）

５／11（土）

５／１1（土）

５／１1（土）

５／１1（土）･２5（土）

５／１6（木）～19（日）

５／１8（土）～19（日）

５／19（日）＜予定＞

５／２5（土）

５／２6（日）＜予定＞

ふれあい青空市
「やまだの案山子」運営委員会

福野夜高祭連絡協議会

庄川町商工会

越中八尾観光協会

南砺市商工会井波事務所

城端曳山会館

なりひら風の市実行委員会

小矢部市商工会津沢支所

小矢部市商工会津沢支所

越中八尾観光協会

五箇山観光総合案内所

射水市商工会大門支所

井口行政センター

売比河鵜飼祭実行委員会

猿倉山フェスティバル実行委員会

076-457-2333

0763-22-1120

0763-82-1155

076-454-5138

0763-82-0184

0763-62-2165

076-455-3181

0766-61-2356

0766-61-2356

076-454-5138

0763-66-2468

0766-52-3510

0763-64-2211

076-465-2494

076-467-1963

イベント名 開 催 日 お問合せ先

5 月月各地の

とやま起業未来塾平成25年度平成25年度とやま起業未来塾とやま起業未来塾
　起業、新分野進出、コミュニティビジネスをめざす方、「夢」「情熱」「志」を持った創業者、世界に羽ばたく人材を育成する
「とやま起業未来塾」の第９期生を募集します。
　県内外の一流の講師陣による起業に必要な専門知識の講義や各コース（グループ）専任の中小企業診断士によるゼミや
個別指導を行い、ビジネスプランを磨きあげます。
　具体的なプランを持ち、「夢を実現させたい！」という強い思いをもった方の申込みをお待ちしています。

創業予定者または創業後１年程度の者、企業の後継者、幹部候補生など

※申込書による書面審査、面接を実施した上、決定します
募集期間　　平成25年３月27日（水）～平成25年４月22日（月）（必着）
面　　接　　平成25年５月11日（土）
受講期間　　平成25年６月～平成25年11月までの６か月間
講　　義　　原則として土曜日の13：00～ 17：30　※１日２講義（１講義２時間）
受講場所　　富山市高田529　技術交流ビル（または情報ビル）
受 講 料　　３万円

〒930-0866　富山市高田527番地
㈶富山県新世紀産業機構　とやま起業未来塾事務局（企画管理課内）
TEL 076-444-5601　FAX 076-444-5642
E-mail：mirai@tonio.or.jp　URL ：http://www.toyama-mirai.com/

問い合わせ
申し込み先

募 集 要 項

対　象　者

コース名 目　　標 定　員

ものづくりコース

商業・サービス業コース

新分野進出コース

コミュニティビジネスコース

5名程度

5名程度

5名程度

5名程度

ものづくりによる新たなビジネスの創業をめざす起業家を育成

独創的な商品・サービス等を開発し創業をめざす起業家を育成

これまでの技術や競争力を活かし、経営の多角化や新分野への
進出等をめざす人材を育成
ビジネスを通じて、地域の身近な課題の解決をめざす地域貢献
型事業の創業をめざす起業家を育成

塾生募集


